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1.ピークカットとデマンド管理の必要性
について

• 法人（高圧受電）の電気代の仕組み
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電力会社 請求明細書



①基本料金はどのようにして決まるの？
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②その月の最大需要電力とは？

• ①一月は何日ですか？→３０日あるいは３１日

• ②一月は何時間ですか？→３０日として３０日×２４時間=７２０時間

• ③７２０時間の中に３０分は何回あるの？→１,４４０回

• ④その中で一番多く電気を消費した３０分

• 例えば４月３０日 午後１３時から１３時半まで２５０ＫＷの電気を使用しました。

• それを１時間に直します。２５０ＫＷ×2=５００ＫＷ →その月の最大需要電力と言う。

• デマンドとも呼びます。
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デマンドとは なんだ？

1.デマンド=30分間の電気使用量

2.デマンド=その月の最大需要電力

通常1のことをデマンドというが2の意味で言われることが 多い。

1年間の月々の最大需要電力で 一番大きなものが契約電力である。

→月々の最大需要電力（デマンド）のコントロールが 必要である。→電力
マネジャーＷが 活躍。
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③契約電力が 下がるとき
• 一度契約電力が決まると下がる時は 一年後である。

• 過去12か月で2番目に高いその月の最大需要電力が 今度は契約電力になります。
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④契約電力が上がる時
• その月の最大需要電力が 契約電力の値を超えた時

• その月の請求から契約電力が上がります。

例：12月以降 １９０ＫＷ×１６００円=３０４０００円が契約電力となる
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⑤エアコンの室外機制御

◆建物の消費エネルギーとして大きな比率を占める
空調を制御することでピークカットを行います



電力マネジャーＷの制御方法1.→エアコンの室外機のコンプレッサーの回転数を調整します。
１００％→７０％→５０％→１００％
自動車の運転で言うとアクセルワークをしています。
オン オフではなく 車の運転で言うとアクセルワーク→冷気を出したまま制御

エアコンの室外機 コンプレッサー（圧縮機）
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コンプレッサー



電力マネジャーＷとエアコン制御基板を繋ぐ。

エアコンの室外機の中 エアコン制御基板
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電力マネジャーＷの制御2→強制サーモＯＦＦ
３０分のうち５分間エアコンの室外機のコンプレッサーを自動で止める。
残りの２５分間は １００％運転
冷気は出ない。送風のみ

エアコン室外機コンプレッサーの仕組み
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⑥対策 最大重要電力をどうやって下げるか→電力マネジャーＷが 最適である。

• デマンドには二つの意味があります。デマンドの意味２番 最大需要電力をどう押さえかが 大切です。
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電力マネジャーは 毎日 最大需要電力を超えないように見張っています。
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⑦デマンドの意味の1番 ３０分の値
３０分の値をどう下げるか→サイクル制御をする。

→電力マネジャーＷでは ３０分のうち５分間エアコンの室外機を強制的に送風状態にし、残りの２５分を運転状態にします。

→他社のＥＭＳは この制御が主。

17



契約電力

目標値

サイクル制御は
契約電力、
目標値に関係なく
同じ値を削減します

はサイクル制御に
よる削減額

みどり色線は

昨年同月の最大需要
電力
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一般的な空調制御





2.電力マネジャーＷの説明と営業活動方法について

電力マネジャーＷにできること

1.見える化→建物全体の電力使用量及び個々（３１か所）までの

電力使用量を計測して表示します。

表グラフは １分単位 ３０分単位 一日単位 １月単位で

表示します。

2.デマンド監視 自動制御→契約電力 及びその月の最大需要電力 目標値を
超えないように監視します。

超えそうになるとエアコンの室外機のコンプレッサーの回転数を自動で制御します。
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電力マネジャーに機能を追加→電力マネジャーＷに。

３.エアコンを５分送風 ２５分運転のサイクル制御をおこないます。

売り方

ターゲット→高圧受電設備（キュービクルのある所）

主に契約電力１００ＫＷ～５００ＫＷぐらいの施設

事務所 お役所 老人福祉施設 博物館 図書館 パチンコ店

工場などで 使用電力に占めるエアコンの比率が２０％以上あるところ

営業方法→１年間の電気代の請求明細書をもらってくる。→

未来工業にて解析にかける。→効果大→再訪問お見積り提出
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①全体量は電力メーターから
計測
②各系統ごとには、CTで計測

③デマンド監視状況は三色灯
で表示

④エアコン室外機のコンプレッ
サー
の回転数を自動制御して電

力量を
抑えます。

⑤パソコン・スマートフォン等で、
どこにいてもデータを確認。

⑥異常はメールにて通知

①

②

③ ④

⑤

⑥
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・系統ごとの電気使用量を色分けし、
比較管理しやすい画面づくり

・グラフは
30分毎の電気使用総量と、
使用電力比率。

・計測値は1分単位。30分単位、
1日単位で表示します。

・1ヶ月単位は、全体量で表示します。
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【棒グラフ(青)】 1分当りの消費電力

【棒グラフ(緑)】 1分当りの消費電力累計

【黒線】 契約電力

【赤線】 前年同月の最大需要電力

■モニタ表示項目

【赤点線】 目標値

【緑折れ線】 30分後の予測線

デマンド値を表示し
30分間の電力量を監視しています。
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4.電力マネジャーＷの工事内容

電力マネジャーＷ取り付け例 電力マネジャーＷ
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見える化工事 全体量は パルスで測る。

キュービクル 電力メーター
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パルス検出器



個々の値はＣＴで計測します。

パルス検出器を付ける。 個々はＣＴで測定
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ＣＴを取る付ける ＣＴと電力マネジャー本体を繋ぐ。
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自動制御は デマンド制御基板を付ける。

エアコン室外機 エアコン制御基盤
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エアコン室外機の裏板を外す。 エアコン制御基盤を取り付けるスペースがある。
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エアコン制御基板を取り付ける。
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三色灯と三色灯リレーを付ける。

37



5.太陽光自家消費と電力マネジャーＷ
太陽光発電所の一日の発電状況
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太陽光発電所の
発電量のピークは
11時半～12時半
が多い



事業所の電気の使用状況
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事務所は、
出社時間近辺が
ピークである。
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契約電力は、他社並。
同規模の他社と比べ低い 利用率は極端

に低い



考察
• 太陽光発電を自家消費に導入した場合

• 太陽光発電のピークと導入した事業所の電気使用量のピークが一致しない為、

• 契約電力を下げることが難しい。
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電力マネージャー導入で、デマンド値をコントロール

契約電力のコスト削減



お問い合わせ 大歓迎です。

電話番号
03-③248-7871
E-MAIL

Sekiguti-o@mirai.co.jp

mailto:Sekiguchi-o@mirai.co.jp

